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年
.賀

は

が
き

の
表

現

,

、

ヨ

年
賀
状
考
現
学
ド

、

伊
藤

嘉
夫

、

」

も
　

お

お

や

向
ヶ

三
軒

両
隣

a
や
、
,大
家
さ
ん

か
ら
日
頃

お
世
話

に
な

っ
た
人
、
近

親
縁

層

辺

へ
の
年
始

廻
り
は
、
欠

か
せ
な
い
風
俗

で
あ

っ
た
が
、
生
.活
様
式

の
変
化
な

ど

で
、
今

は
全
く
衰

え
た
。
然

し
こ
れ
に
代

っ
て
年
賀
状
交
換

の
風
習
が
お
こ

っ
て
、
・
郵
便
制
度

の
発
達
す

る
に
添

っ
て
盛
ん

に
な

っ
た
。
郵
便

は
が
き

一
〇

〇
年
記
念
が
昨
年

行
わ

れ
た

の
で
、
年
賀
状

の
歴
史
も
そ

の
位
で
あ

る
。

隼

賀

は
が
き

は
、
年
賀
に
廻

る
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
省
き
、
ま
た
賀

意
を
伝

え

鹽

る
範
囲
が
極

め
て
広
図
な
る
ど

い
う

の
で
、
賀
状

の
風
習
は
燎

原
の
火

の
こ

ど

く

ひ
ろ
が
り
、
虚
礼
廃
止
の
水
が
か
か

っ
た
く
ら

い
で
は
、
.衰

え
そ
う
に

も
な

い
.
.
私

は
明
治

二
十
年
代

の
正
岡
子
規

の
賀

状
を
見
た
。
・
わ
く

が
と

っ
て
あ

り

、俳

句
が
何
首
か
あ

っ
た
。
.佐
佐
木
信
網
宛

の
も

の
で
お

っ
た
。
落
合
直
文
が
房

州

に
療
養

に
お
も
む

い
・て
い
た
頃

の
歌
で

、

,
片
か
な
め

片
な
り
な
が
ら
文
書
き

て
子
は
お
こ
せ
た
り
年

の
は
じ
め
に

は
∵
子
息
か
ら

の
年
賀
状

で
あ

っ
た
ろ
う
。
木
村
正
辞

の
あ

る
年

の
年
賀
状

に

は
、
元
暦
校
本

め
影
印

で
、
,
巻
末

の

「
新
距

し
き
年

の
始

め
に
降

る

.雪

.の

・3

.一.」
め
象
持

の
徽

の
出
さ
れ

た
の
も
見

た
。
賀
状

に
は
、
丁
寧
な

の
は
封
書
、

、

,

11

各
刺
を
封
筒

に
入
れ
た
小
さ

い
の
も
あ

っ
た
が
こ
れ
ら

は
例
外

で
、
郵
便

は
が

き
が
本
態
で
、
一鼻
。。。§

×
お
。呼
の
範
囲

に
工
夫

の
加
え
ら
れ
た
年
賀
状
は
百
年

の
歴
史

を
伝

え
る
の
で
あ

る
。
・も

っ
と
も
葉
書

の
大
き
さ

は
、
従
来

は
置
鵞

×

㊤
且

で
あ

っ
た
も
の
を
、
戦
後
今

の
大
き
さ
に
な

っ
た
軌
戦
申

に
は
従
来

の
も

の
よ
り
小
さ
.い
も

の
が
発
行
さ
れ
た
。
資

材
節
約

の
為
で
あ
.っ
た
。
外
国

の
ク

ゾ

ス

マ
ス
ガ
ー
ド

に
類
す
る
が
、
こ
れ
が
封
書

を
原

則
と
し
華
麗

な
も

の
で

口あ

る

に
対
し
、
年
賀
状
は
葉
書
を
原
則

と
し
て
、
,.笛
素

な
も
の

で
あ

る
。
郵
政
省

の
発
行
す
る
お
年
玉
付

年
賀

は
が

き
は
A
.慈
善
事
業
寄
付
が

つ
W
て
い
る
の
と
・「

い
な

い
の
と
が
あ
る
が

、
こ
れ
を
使

っ
て
の
賀
状
が

凶
般
的

に
ぼ

っ
た
。

.
'本

稿
は
、
今
年
私

の
手
許

に
と
ど

い
た
.二
三
二
〇
通

(
十
凪
ま
で
)

に
つ
い

.て
、
賀
詞
、
添
書
等

に
あ
ら
わ
れ
た
様
式
、
思
想
な
ど
、を
見

て
い
き
た

い
ど

思

「

'5
。
.
ま
ず
、

台
紙
、
(
年
賀
億
が
き

・
官
製
は
が
き

・
私
製
は
が
き
)

と
、

宛

.

.

名
善
き

の
用
筆

.(毛
筆
、

サ
イ

ン
ペ

ン
、
.
ペ

ン
)

に

つ
い
て
み
ゐ
。
.

,-

-,
(台

・
紙
)

毛
筆
書
き

サ
イ

ン
ペ
ソ
,

ペ

ン
書
き

計

年
賀

は
が
き

「.
二
二
三

一
二

八

、
八
〇

一

一
「
四

二

官
製

は
が
ぎ
.

.
四

三

.

,一
九

.

二
六

私

製

繁

港

嚠

三
四

・

」

七

.

・

=

,り

エ

ハ
ニ

(

計

)

、
一、一
六

一

=
二
八

.

九
三

一

・二
二
註
○

官
製

は
が
き

は
年
賀

は
が
き

の
間

に
あ
わ
な

か

っ
た
人

躯
使

う
よ
う

で
、
遅

れ

.

て
書

い
た
も

の
に
多

い
、
そ
の
数

は
去
年

の
半

分
で
、
,去
年

の
は
十
年
前
の
半

分
で
あ
る
か
ち
、
十
年
前

の
四
分

の

一
に
な

ゐ
ゆ
毛
筆
が
多
く
な
り
、

サ
イ

ソ
.

ペ

ツ
が
減

っ
た
。
宛
名

の
横
書

は
四
通
心
か
な
い
。
毛
筆

の
多
.い
の
は
習
字
ブ

L

ム
が
影
響
し
て

い
る
。
こ

れ
が
多
く

な
る
の
は
、
毛
筆
使
用
め
な

い
時
代
現

象

と
し
て
ば
う
ら
は
ら
で
あ

る
。
・あ
ら

距
ま

っ
距
も
の
に
対
す

る
毛
筆

は
、
権

威
あ
る
も

の
の
如
を
感
覚
が
あ

つ
て
、
こ
の
頃
結
婚
式

の
披
露

宴
の
受
付

で
署

一.1一 ・

`rr
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・
宀ll

ノ

名

を
求

め
る

の
迄
硯
と
毛
筆
が
お

い
て
あ
る
例
が
多
く
な

っ
允
つ
.

,
-
賀

詞
ほ
、
長
年

の
伝
統
が
確
立
し
た
、
文

だ

の
語
だ

の
が
あ

っ
て
、
ほ
と

ん
ど
そ

の
語
、
文
に
よ
る
も

の
が
多

い
。
同

一
賀
詞

の
も

の
で
,十
位
ま
で
、

賀

詞

…

㌦

74
年

:

.̀
73
年

64
年

-
謹

賀

新

年

,

,

.

三

一
.
、

-

夭

四

-
三
ハ六

2
あ

け

ま

し

て

お

め

で

と
う

ご

ざ

い

ま
す

一一三

」
2
一三
〇
.

2

一三
〇

13
賀

.

正

、

e

、

三

八

「3

三

二

4

九
九
、

4
謹

ん

燈
新

年

の
お

祝

詞

を

申

し
上

げ

ま
す

八
七

5
,
七
四

「

5

七
九

」

5
頌

春

、
.
・

」

.

・

主

,7

滋
三

.

3

四
三

喝
謹

ん

で
新

春

の
お

慶

び

を

申

し
上

げ

ま

す

炎

,

4

七
空

,

β

三
四

・

7

新

年

お

め

で

と
ヶ

ご

ざ

い
ま

す

丕

9

四
二
・

7

六
〇

ノ

ら

げ

8
賀

春

'

」
」

景

-

6

秉

.
・
9

四
二
㌔

9
謹

ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

四
五

8

四
七

,
,宅

・

ユ0
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

,
三
ニ

ー〇

二
七

芸

74
年

(
本
年
)
と
、
73

鴇
64

の
両
年
め
数
と
順
位
を
示
し
た
。
十
年
以
前
と

比
較
し

て
、
め
ざ
ま
レ

い
変

化
と

い
う
も

の
が
な

い
の
を
見
る
ど
、,
一
度

確
ま

つ

た
も

の
の
、
・容

易

に
変
ら
な

い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
(
ち
な
み
に
、

、
調
査
対
象
は
74
年
は

=

三
二
〇
。
73

・
64
年
は
共
に

=

一六
七
で
、
こ
れ
の
五

.
%

増
淡
74
年

の
数

に
な
る
)
例

え
ば

、」』
あ

け
ま
レ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま

す
」
-

73

・
64
が
共

に
二
二
〇
な

の
に
五
%

の

一
一
を
加

え
る
と
、
二
三

で
に

な

っ
rて
、
偶

然
で
は
あ

ゐ
が
、
+
年

に
三
度

の
調
査

で
全
く
同
数

に
な

る
。

こ

.

」の
よ
う

に
七

て
同

一
賀

詞
に
分
類

し
、
さ

ち
に
賀

詞
の
類
型

に
よ
っ
て
わ
け

て

み
る
と
、
1
漢
文
漢
字

型

く
六
五
五
)
、
,
2
め
で
-た
型

(
三
〇

五
)
、
.3
御
慶
型

,
拿

〇

六
V
、
毳

詞
型

(
=

三
)
、

5
雑
型
等

(
五
〇
)
あ
わ

せ
三

三
三
.'

Q

に
な

る
。
雑
型

は

一,応
型

と
し
て
成
立

し
て
い
る
が
、
数
が
少

炉
為

の
を
含

み
、
自
由

で
勝

手
な
も

の
ま
で
を
総
ざ
ら

い
し

て
あ
る

。

各

型
に
わ
け
て
調
べ
て
行
ぐ

。
、

,

ノ

一
.

漢
文
漢
語

型

六
五
六

(73

五
九
五

・
64

四
八
五
)
,

ノ

.
漢
文
語
法
型

と
い
う

の
は
(
謹
賀
新
年
、
賀
正

に
代
表
さ
れ

る
最
も
親
し
ま
・,

れ

た
賀
詞
を
中
心

に
、
展
開
す
る
。
・
ま
ず
そ

の
種
類
と
、
・表
記
表
現

の
上

で
、
二

活
版

に
よ
る
も

の
、
木
版

.
賀
印

.「孔
版

.
手
描
き
な
ど
Y
.製

作

に
意
途
を
冊

か
た
も

の
、
、
毛
筆
又
な
ペ

ツ
の
自
筆
酒
賀
状
を
認

め
た
為

の
に
分
"

る
。

活

版

手
製
.

自
筆
・

計

謹
賀
新
年

「

「

・

三
ゴ

垂

'

-老

・
.
三
二

」
賀

＼
正

,

.
二
八
、

金

三

ゴ
穴

頌

春

..

,

、

.

四
二

三

r

λ

ゴ

賀

春

.、」

鹽

,
・
,

二

茜

,

、

ゴ
O

-
西

・

秉

迎

,
幽春

・

三

・

三

・

六

三
丶

恭
賀
新
年

(
八
)
以
下

(
一
)

ま
で

,
天

-

一西

・.蓋

看

(計
)

-

三
四
七

・三
四

ゐ
五

六
五
六

恭
賀
新
年
以
下

三
十
種
五
七
通

に
つ
い
て
は
、'

八

～

一
の
頻
度

の
も

の
で
あ

.

.る
つ
煩
瑣
を
さ
け

て
」
括
し
た
。

一
一
に
つ
い
て

は̀
後

に
⑳
べ
る
。
何

と
な
く

,

従
来

の
賀
詞

に
抵
抗
を
感
じ
、
賀

詞
を
さ
け
て
類

を
同
じ
う
す
る
考

え
が
底

流

す
る
が
、
奇
を
追

っ
て
賀

意
を
喪

っ
た
も

の
も
あ
る
飢

・
漢
文
漢
語
型
六
五
六
は
、
総

計
の
五
〇
%

で
、
日
本

入
の
漢

語
好

み
が
、
定

型
化
し
、
謹
賀

新
年

、
賀

正
な
ど
は
宀
明
治
時
代

か
ら
用

い
古

さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
憂

定
型
化
し
た
伝
統
と
い
う
も
象

、
中
々
ぬ
ぎ
窕

い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
十
年
前

の
調
査

も
全
く
同

じ
傾
向
を
現
わ
し

て
,い

る

の
膝
あ

っ
,虎
。
猶

、
表

の
分
類

の
活
版

は
活
版
印
刷

に
七
た
も

の
で
、
全
体

」

の
五
三
%

に
近
く
、
、省
労

の
あ
ら
わ
れ

と
も

い
わ
れ

よ
う
。
手
製
は
、
賞

印
や

亠2r



「

」木
版
、
孔
版
、
手
書
き

の
絵
や

は
レ
紙
画
な
ど
を
配

し
た
.も

の
で
、
禾

版

に
は
・

字
画

の
少

い
賀
正
が
多
用
さ
れ
、
手
製

の
数
が
そ

の
事

実
を
語

っ
て
い
る
。
自

筆

に
は
、
毛
筆
を
用

い
た
も

の
も
あ
る
が
概
ね
ぺ

μ
字
で
あ
る
。

」漢
字

を
愛

す

る
た
め
と

は
云
文
、
「
迎
春
」
「
春

」
「
虎

」
な
ど
、
当

人
は
年
賀

の

つ
も
り
で
、

文
字

は
賀
意
を
含

ん
で
い
な
い
。
・

次

に
、
質

状
-の
構
成

に

つ
い
て
調
査
す

る
。

1
賀

詞
だ
け
を
出

し
た
も

の
、
,・

2
賀

詞
と
添
書

を
印
刷

し
た
だ

け
で
手
を
加

え
て
い
な
い
も

の
、
次

に
、

3
賀

詞
に
、
又
は
賀

詞
と
添
書

の
印
刷

に
更

に
自
筆

の
書
込

み
を

し
た
も

の

・
(賀

詞
)

、
-

・

,
・

,

横
書

賀

詞

添
刷

書
込
.

計

謹
賀
新
年

.

(
宍
)

八
〇

二
五

二
六

三
二

賀

正

鹽

,
.
(
天
)

・

ゴδ

金

三

三
八

-

頌
,
'

春

・

.(
八
)

三

三
ご
・
・

.二
七

七
夙

賀

・

春

、

.(
ハ
)

.

三

　δ

覧
.
三

秉

迎

■

春

-

.

・

.
(
,六
)

'

三

,二
〇

八
`

三

恭
賀
新
年
等

、

尸

(
三)

一八

三
九

厂

・
署

(計
)

.
横
書

(
莞
)
,
・
茎

ハ

蕘

三
三

六
五
六

(
謹
賀
新
年
)
賀

詞
だ
げ

の
も

の
は
、
概

ね
活
版

で
あ

る
が
、
手
書
き

の
も

の

に
も

一
一
、
手
製
の

も
の
に
亠

四
あ

惹
。
簡
素

で
あ

る
が
、
さ

っ
ぱ
り
し

た
片

齢
…み
た

い
で
何

か
書

き
入

れ
が

し
た
く

な
る
。
そ

こ
で

「
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

.
し

《
御
願

い
申

し
上
-げ
ま
す
」
[
今
年
庵
な

ち
し
く
L

と
書

い
た

の
が

三
五
通
、

健
勝

、
多
幸

を
い
の
る
が

二
二
通
、
そ

の
他

は
子
供

の
こ
と
、
近
況

の
こ
と
な

-ど

「
子
.供
達

に
追

い
ま
く
ら

れ
て
あ

っ
と
い
う
間

に

一
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
大

洋

は
四
月
か
ら
幼
稚
園

で
す
」
「
十

二
月
長
男
知
則
が
生
れ
ま
し
た
」
「
六
才

四

才

二
才

の
三
人

の
子
供

に
囲
ま
れ

て
幸
せ
な
日

亙
を
送

っ
で
い
ま
す
。
」
底
ど
。

概
ね
が
自
分

の
こ
と

に
関
し

て
い
る
。
賀

状

に
添
書
を

つ
け
る
の

は
す

で
に
し
.

.
き
虎

り

に
も
な

っ
て

い
て
、
「
併
謝
平
素

之
疎
遠

、

尚
祈
高
堂
御

万
福
」

と
い

.

'
っ
た
も

の
で
宀
書

き
下
し
口
語
で

「
併

せ
て
平
素

の
疎
遠

を
お
詑
び
申

し
上
げ

尚

一
層

の
御
交
誼

を
お
願

い
申

七
上
げ

ま
す
」

ど
云

っ
た
も

の
が
定
着
し

て
活

,版

で
行
わ

れ
て
い
る
。
一
こ
の

「
疎
猿
を
謝

七
厚
誼
を
願
ヶ
」
型

の

も

の
、
.
一

'
○
、
-
「
愛
顧
引
立
を
願
う
」
も

の
二
三
、
「
よ
ろ
し
く
お
願
申
上
げ
ま
す
」
に
類

・,

す

る
も

の
三
二
、

以

上

は
要
す
る

に
自
分
中
心
で
、
「
多
幸
を

い
の
る
」

斛

二

七
通
が
例
外

の
よ
う
で
(
槍
分
に
鬨
し

て
の
こ
と
が
申
心
に
な

っ
て
い
る
。
そ

の
他

は
種

々
雜
多
で
あ
る
。
中

に
は
何

思

っ
て
か
、
賞

詞
の
次

に

「
あ

け
ま
し

,

て
お
め
で
乏
う
ご
ざ

い
ま
す
」
「
新
春

を
寿
ぎ
謹

ん
で
お
祝

詞
を
申

し
上

げ

ま

し

し

　

ノ

す
」

「な
ど
、
「
謹
賀
新
年

」
.の
賀

詞
を
無
視

し
て
、～
も
う

一
度
賀
意

を
表
明

し

、.た
御

て
い
ね

い
な

の
も
あ
る
。
然

も
こ
れ
が

五
通
も
活
版
印
刷

で
財

て
来

る
。

ヘ

ヘ

へ

.東

京

の
人
で
あ
る
。
江
戸

っ
子

の
早

と
ち
り

か
。
中

に
は

「
今
年
も
小
さ

い
恥

噛
が
ら

の
努

力
を

つ
づ

け
ま
す

の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
」

と
、
ぢ

ょ

っ
ぴ
σ
心
境

を
刷

り
こ
ん
だ

り

「
た
と
え
人
殺

し
戦
争
が
な
く
な

っ
て
も

"
石
油
を
売
ら
ぬ

.

ぞ

〃
"食
糧

を
売
ら

ぬ
ぞ
"

と
い
.う
物

お
ど

し
戦
争
が
ぼ
く
な
ら

ぬ
間
は
、

住

み
よ
,い
地
球

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
み
ん
.な
地
球
市
民

の
心
を
持
ち
、
国
連
が
改

.飆
さ

れ
て
内
世
界
連
邦
溺
誕
生
す
る
日

の

デ
日
も
早

い
よ
う

に
祈
る

こ

の
元
旦

で
す
」

と
、

心
境
と
念
願
が
刷
り
込
ま
れ
た
も

の
.か
ら
、
「
水
山
け
ん
・三

・
山

天
大
畜
上
」
と
易
を
立

て
て
卦
を
あ
げ
、

二
三
年
は
苦
境
が

つ
づ
き
脊
ガ
次
第

・

で
52
年
煩

北
明
る

い
体
勢
を

取
り
戻
す
こ
と
に
な
る

の
で
反
省
自

重
が
必
要
だ
-

,
癒
ど
と
云

っ
掩
も

の
、
な
ど
冷
ら
、・
自
分

の
近
況
を
こ
ま
ご

ま
と
二
五
〇
字

ほ

ピ

ど
認
め
た
も

の
も
あ
る
。
然

し
ζ
れ
ら

一
一
六
通
に
は
添
刷

が
あ

る
だ

け
で
自

.
筆

の
書
き
込
み
は
燦

。
.
つ
蓄

、
前

貧

○

と
あ

わ
せ
三

九
六
通

は
刷
り

っ
ぱ

な
し
か
書
き

は
な
し
で
、
手
書
き

の
書
込

み
の
入

っ
て
い
な

い
も

の
で
、

一
つ
に
は
省
労

の
意

途
が
、
無
意
識

に
し
て
も

入
つ

て
い
る
。
・
次

に
、
刷
り
込

一3一



い

"

み

の
あ
る
賀

状
の
書

込
み
は
・ド
比
較
約
簡
単

な
も
⑳
黍

多
ぐ
、
「
七
十

九

に

な

レ
ま
し
た
」
「
今

年
も
函
ろ
じ
く
願

上
げ

ま
す
」
「
御
健
鱗

の
ほ
ど
祈
り
上
げ

ま

す
」
な
ど
。
然

も
賀

状
に
は

「
新
春
を

迎
.え
皆

々
様

の
御
多
幸
を
祈
り
上
げ

ま

す
ト
と
あ

仏
て
、
や
や
重
複

し
で
い
る
が
、
心
が
入

っ
て
い
な

い
と
ば
云
え
な

い
。
や

は
り
子
供

の
こ
と
を
書

い
た
の
が
五
通
あ

る
。
「
早

い
屯

の
で
由

季

子

も
も
う
す
ぐ

二
才

に
な
り
ま
す
」
「
今
年
凾

男
が

一
年
生

に
な
り

ま
す
」
「
親
子

五
人
元
気

に
や

っ
て

い
ま
す
。
」
な
ど
。

前

に
近
況
報
告

な
ど
。
,然

し

一
寸

で

も
書
き
入
れ
ぶ
あ
る
と
無

い
と
で
ば
受

け
允
方

の
感

じ
ぶ
ち
渉
う
。
歌
句
も
あ

る
。

.

㎡

.

幽

.
,

、

命

あ
り
て
前
期

の
講
義
竟

へ
.え
た
り

コ
ス
モ
ス
揺

る
坂
下
り
ゆ
く
荻
野
恭
茂

層
遙
か
な
る
歴
史

の
息
吹

聞
ゆ
る
か
廃
墟

の
彼
方
山

の
光

れ
る

、神
向
寺
英

,

余
生
ぞ
と
吾
が
思
ひ

つ
,つ
石
井
家

の
茶
室

に
迎
ぶ
三
度
泪

の
春

小
池
栄
寿

安
け
さ

の
あ
り
と
思
は
む
新
春

の
光

み
か
る

き
枕

辺
の
蘭

鈴
木

田
鶴
子

(
贄
正
)

賀
詞

の
み
の
も

の
、
活
版

四
、
手
書

七
、
手
作
り

一
亠ハ
と
い
う

め
ず

ら
し

い
分
布
。
手
作
り
で
は
賀
印
だ

け
が

四
、

あ
ど

一
二
は
木
版
や
手
書
き

の

図
案
な
ど
ρ
賀

正

の
字

画
が
簡
単
な
の
と
、
簡
素

な
語
感
が
愛
さ

れ
て
の
γ㌦
と

で
み
ろ
う
。
手

書
き

の
書
込
み
は
、
「
物

質
文

化

の
申

で
育

っ
た
私
達
が

一
番

.

反
省
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
時
な

の
で
し

ょ
う
か
。
畜

心
の
な
い
人

の
和

の
倒

で
あ
り
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
」
「
多
難

な
年

に
な
か
ま
し
た
。
人
類

の

英

知

,

よ
が
ん
ば
れ
」
「
厳

レ
い
年

に
な
り
ま
す
が
精

一
杯

が
ん
ば

り
た
い
と
思

い

ま

す
%

「
人
類
史
幾
千
年

の
中
味
を
ば
味
は
ひ
尽
く

し
大
き
祈

り
を
」
な
ど

の
短

,歌
も
あ
る
が
、
「
御
長
寿
を
ご
祝
.福
申
上
げ
ま
す
」

と

い
わ
れ
る
と
、

自
覚

の

な

い
私

に
は
が
く
ん
ど
来

る
。
「
ほ
ど
ほ
ど

に
が
ん
ば

っ
て

下
さ

か
」

と
云

わ
.

れ
る
と
な
お

の
こ
と
。
柑

変
ら
ず

「
今
年

も
よ
ろ
し
く
」
が
多

い
。
刷

ゆ
込

み

の
添
裏
書
き
は
謹
賀

新
年

の
場
合

よ
ゆ
楽

に
な

っ
て
い
る
が
、
「
新
年

の

お

慶
,

び

と
皆

々
様

の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
と

い
う
同
文

の
も

の
三
通

あ

る
が
}

こ
れ

は
熊
谷
、
東
京
、
千
葉

で
、
お
そ
ら
く
年
賀
状

の
見
本

中
に
あ

ヘ

へ

る
も

の
が
ら
選

ん
だ

の
で
あ
ろ
う
が
、
文
を
成
さ
な

い
。
祈
り

は
新
年

の
お
慶

・び

と
御
多
幸

に
か
か
り
、
御
多
幸

は
と
庵

か
く
、
お
慶
び
を
祈
る
と

い
う

の
は

・

ど
う

い
う

こ
と
に
な

る
か
。
・
見
本
帖

の
曲
者

は
国
語
を
乱
す
張
本

人

に
時

々
「な

る
。
」
終
戦

の
昭
勅

の

「
万
世

の
為

に
太
平
を
開
か
ん
と
欲
す
」

の
条
と
、
憲
法

第

九
条

の
武
力
行
使

の
放
棄

の
条
を
刷

っ
た

の
も
あ

れ
ぜ

「
石
油
不
足
、一
紙
不

足
、

イ
ン
フ

レ
、
今
年

の
お
正
月

い
か
が
お
過
し

で
す

か
、
生
れ

つ
ぎ
ケ

チ
な

人
開

に
は
、

か
え

っ
て
住

み
や
す

い
時
代

に
な

っ
た

よ
ヶ

に
為
思
え
ま
す
」
と

い
う

の
も
あ
る
つ
刷

込
添
書

に
書
入

れ
た
も

の
大
伺
少
異
。
湘
変
ら
ず

「
よ
ろ

・

し
く
」
が
多

い
。

・

;

,

倖

ど
は
斯
ぐ

い
ふ
な
ら
む
開
け
放
ち
正
月

の
部
屋

に
鶴
亀
謡
ふ

乾

'凉

月

ベ
ン
チ
の
み

れ
ば
憩

へ
り
藤
棚

の
そ

の
冬

の
日

の
影
ま
だ
ら

に
て
室
伏
秀
平

,

冬
木
す

る
杉

の
小
鉢

に
水
注
ぐ
耐

へ
ゐ
る
も

の
の
あ

は
れ
美
し

永
井
富
由

よ
き
年

を
迎

へ
迎

ぺ
て
知
ら

ぬ
間

に
八
十
路

の
坂
も
半
ば

上
り
ぬ
青

山
緑
葉

,(頌
春
)
字
づ
ら
が
や
や
文
学
的

で
愛
さ
れ

る
。
朱

で

「
頌
春
」
と
し
て
、
昭

和
甲
寅
歳

旦
と
住
所
氏
名
だ

け
黒

で
印
刷

し
て
あ

る
の
な
ど

一
寸
よ

い
。
'版
.画

六
、
巨
筆

一
。

三
百
字
舟
外

の
刷
込
添
書
が
八
、
手
書

で
書
き
入
れ
た
も

の
も

、

長
文
が
あ

る
。
歌
を
刷
添

え
た
も

の
五
。

こ
れ
も
書
込
な
ど
大
同
少
異
な

の
で

あ

る
。

」

,

,

,
脚

朝
床

に
思

へ
ば
遙

し
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

の
湖
も
空
も
蒼
く
あ
り
け
り
臼
田
甚
五
郎

謡.
咲

き

つ
づ

く

一
人
静

の
花
白
く
樹

の
卞
道

は
細
く

つ
づ

げ
り

、
,
長
田
貞
雄

言
鑼
脚灘
繕
羅
難
嘯聊轡
饗

一4一
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、
西

丿

夕
さ

れ
ば
イ

ラ
ク
リ
オ

ン
の
天

に
万
て
太
古

の
如

く
星
静

な
り
望
月

登
美
子

.(賀
春
)
頌
春
が
詩
葡
や
や
高
踏
的
語
感
湊
あ
る
と
す
る
と
、
こ

れ

億

散

文

、

的
、

一
般

的

で
、
親

し
み
や
・す

い
感
.じ
で
あ
ゐ
。
九
十

一
歳

の
山
川
柳

子
氏
も

自
筆

で
書

か
れ

て
い
る
。
賀
詞

の
み

の
も

の
活
版
三
、
自
筆

二
、
自
製

の
も
の

、
八
。
賀
詞

に
自
筆

で
書
き
込

ん
だ
も

の
は
、
「
今
年
・も
,ポ
ろ
し
ぐ
」

の
類

一
七
、

「
多
幸
を

い
の
る
」
も

の
四
、
'
子
供

の
こ
と
を
書

い
た
四
、
自
分

の
こ
と
だ
け

署

い
た
も

の
二
。
計

二
七
。

添
書

の
印
刷
し
た
も
の
、
「
本
年

も
又
、

良
く
逸

一
び
、

の
ん
び
り

と
や
り
た

い
ど
思

い
ま
す
。
・何

分
よ
ろ
し
く
お
腰

い
申

し
上
げ

康
す
↑
な
ど
、
多
少

の
左
び
り
と
し
た
添
書
が
あ
り
、
短
歌

二
・
俳
句

二
が
む
.

る
。

、「
愛
が
あ
る
と

こ
ろ
に
神
が
あ
り
平
和

が
あ
る
」
「
あ
わ

せ
て
ク
リ
ス

マ
ス
.

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
じ
こ
ご
に
も

「
新
年

の
お
慶
び

と
皆
様

の
ご
多
幸

、

を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
」
漆
出
℃
来
.る
。
浦
和

σ
人

と
東
京
北
区

の
人
。
更

に
歌
を
書

き
込
ん
だ
の
が
二
、
賀
春

に
短
歌
を
刷
り
-込

ん
だ
り
書

き

込

ん

だ

.人
、
五
人
俳
句

が

二
人

に
な
る
。

門
庭

の
よ
き
位
置
七

め
て
咲
き

い
つ

る
水
仙
花
あ
σ
我

に
春
来
る
朝
吹
磯
子

」切

に
自
愛

せ
ん
と
思

ふ
は
今
少

し
ま
し
な
世
界
を
見

て
死
な
ん
為

渡
辺
久

檻

に
居

て
夜

は
眠
り
を
強

ひ
方

る
る
動
物
園

の
虎
,を
憐
れ
む

「
層幽
-加

藤
政
吉

・

観
音
崎

の
黒
耀
石
断
崔
波
打
ち

て
碍
じ
《
鳴
れ
り
海

の
広
き
に
釜
田
喜
三
郎

,
(迎
春
)
春
を
.迎

え
る
と

い
う
だ
げ

で
賀
意
は
な

い
の
に
、
賀

詞

の
中

に
わ
り

込
殉

で
来

て
、
,年

々
そ

の
数
を
保

っ
て
炉
る
。
」言
葉

に
対
す
む
反
省

が
無

い
の

博
あ
ろ
う
か
。/
詞
だ
け

の
三
枚
は
ハ
寅

の
板

画
で
う
ち

二
枚
欧
年
月

も
名
も
出

さ
な

い
。
さ
す
が

に
添
書
や
書
き
込
み

の
な

い
の
は
外

に
は

一・
通
も
な
い
。
何

と
な
く
感
じ
説

る
か
ら
で
あ
る

つ
か
。
.
「
お
揃

い
で
新
春
を
迎

え
説

た

こ

と
ど
お
慶

び
申

し
上
げ
ま
す
」
「
新
春

の
お
喜
び
を
申

し
上
げ

ま
す
」
「
新
春
を

寿
ぎ

つ
つ
し
ん
で
お
祝
詞
申
し
上
げ

ま
ナ
」
「
つ
つ
し
ん

で
新
年

の
お
祝

詞

を

＼
!

牢

し
上
げ
噛
す
L
唸
ど
み
る

の
は
よ

い
と
し

て

一
七
通
ま
で
が
賀
意

を
あ
ち

わ
.

す
言
葉
を
出
さ
な

い
で

「久

し
ぶ
り
で
田
舎

の
お

い
し

い
空
気
を
胸

い

っ
ぱ

い

級

い
」こ
協

雌
お
り
ま
す
L
「
暮

に

ツ
メ
凛
疽

で
右
手

の
母
指

を
少

し
切
り

ぎ

し

一

た
が
お
蔭
[さ
ま

で

一
同
元
気

で
す
」
「
い

っ
為
心
の
隅

で
秋

の
事
を
心
配

し
,て

下
さ
い
ま
し
て
有

難
う
ご
ざ

い
ま
す
」
、
と
か
、
,
「
一
才

九
か
月

の
ヤ
シ

チ

ゼ

な

女

の
子

に
毎

日

フ
4
ウ

ー
云

っ
で
お
り
ま
す
」
「
上
京

も
た
い
の
で
す
が

子

供

が

二
人
に
な
か
…
」

■と
自
分

の
事

を
い
い
、
最
後

に

「
今
年
も
よ
ろ
レ
く
」
と

な

っ
て

い
る
。

,(恭
賀
新
年
)
等

。
四
字

に
ま
と
め
て
賀
詞

と
す
る
も

の
は
、
磐

ん
ど
謹
賀

新
年

ひ
と
り
巣

え
て
、
そ

の
他
ば

ほ
と
ん
ど
衰
退
し

で
し
ま

っ
た
。
そ

の
中
で

そ
の
数

は
少
く

で
も
年

々
そ

の
種

の
-つ
髫
な

い
幾

つ
か
が
あ
る
。

恭
賀
新
年

(八
)
恭
賀
新
賚

三
)
餐

新
葵

二
)
恭
霧

徳

(
二
)
敷

一

頌
春
禧

(
二
)
,延
年
永
寿

(
一
)
敬
賀

新
正

(
一
)
万
福

改
同

(
一
)
頌
春

与

献

寿

〈
一
)

延
年
益
寿
長
年
未
央

(
,一
)

一

御
慶

(
三
)
献
寿

(
三
)
寿
春

(
三
)
玲

春

(
二
〉
新

禧

(
二
)
献
春

(
一
)

慶
春

(
一
)
春
寿

(
.一
)
.
寿
正

(
一
)
頌

寿

(
一
)

初
春

(
一
.)
新
年

(
一
)

、
,

資

噺
春

(
一
)
賀

新
禧

へ
、一
)
賀
虎
春

(
一
)
春

潮
来

(
一
)

,
春

(
=
一)
㌦賀

(
三
)
寿

(
三
)
寅

.
(
二
)

「三
十
種
、
計

五

七

隔

・こ
れ
ら

の
賀

詞
で
、
四
隼

の
賀
詞

は
概

ね
賀
意

も
ふ
父

み
、
そ
れ
ぞ
れ
安
定

し
た
感
が
あ
る
が
、
「
初
春

」
,薪

芒

な
ど

は
賀
意
が
な

炉
。

三
字

の

も

の

、
で
、

價
虎
春

の
虎

の
文
字

に
や
や
抵
抗
が
あ
る
。
「
春
潮
来
」

は
わ
か
り

に
く

い
コ

一
字

は
何

れ
も
未
完
成

の
感

じ
で
あ
る
。
春
や
寅

に
は
賀
意
も
な

い
ひ
何

と
な
く
書

い
た
と
云

っ
た
感

じ
で
あ
る
。
薪

年
L
「
實
」
弄

L
「
登

,に
は
添

書
も
書

込
み
も
な
い
あ

の
が

七
枚
も
あ
る
。
賀

詞
漆

か
わ

っ
で
も
変
り
ば
え

の

し
な
い
韲

.や
書
込
で
鷺

。
.「
サ
ン
ド

ト
ン
ヌ
に
三
年
驀

入
馨

涛
彦



鳳罰

・氏
丶h
I

'"棒

の
便
り
に
思
ひ
が
け
な

い
副
産

物
、
,パ
リ
ジ

ェ
ソ
ヌ
を
嫁

に
貰

ふ
と
の
事
、

い

'

よ

い
よ
私
も
青

い
目

の
孫
を
持

つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
西
田
が

二
度
目
の
外
遊

、
で
、

パ
シ
・タ

ロ
.ン
ス
ー

ツ
で
帰
朝
し
て
驚

い
て

い
ま
す
。
私

は
北
岳

の
頂

上
で

六
十

一
才
を
祝
し

ま
し
た
L
な
ど
と

い
ケ
近
況
報
告
も
あ
る
位
で
あ
る
。
湘
変

ら
ず
自
分

の
こ
と
が
多
・ぐ
う
「
今
年
も
よ
ろ
し
く
」

と

い
う

の
が
多

い
。

短

歌

,皀
書

い
て
あ

る
の
が
五
人
、
健
勝
を

い
の
る

の
が
五
七
中
八
。

子
を
抱
き
お

は
す
石
仏
籔

か
げ

に
吾

の
祈
り

の
昨
日
よ
り
長
レ

ー山
田
幸
子
..

新

し
き
年
を
迎

へ
て
は
じ

み
で
の
成
人
と
な
る
昔
子
見
る
は
嬉
し

大
塚
晃

寒
椿
竹
む
ら
籠

り
の
花
開
く

ひ
そ
け
さ
持
ち

て
生
き

て
ゆ
き
た
し
鶴
田
秀

子

二

め

で
た
型

三
〇
五

(
73

二
二
八

.
64
三

一
一
)

「
お
め
で
と
う
」

は
ふ
何
で
も
祝
福

の
場

で
用

い
ら
れ
る
挨

拶
こ
・と

ば

で

あ

る
。
生

れ
れ
ば
お

め
で
と
う
、
七
五

三
が
お
め
で
と
う
。
入
学
も
卒
業

も
、
就

職
も
結
婚
も
、
銀
婚
ふ

金
婚
、

病
気
全
快
も
、

何
で
も
使
え
る

「
お
め
で
、と

.
う
」

で
ーあ

る
。
そ

の

「
お
め
で
と
う
」
を
基
幹
と
し
た
正
月

の
賀

詞

の
展
開
を

'

.見

る
。

、

(
賀
詞
)

、

幽

八
横
書
)

活

版

・手
製

自
筆

、

留

計

ず

あ
け
ま
し

て
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
(
三
八)

δ

一

六
〇
,
',層

七
〇

二三

新
年
お

め
で
と
う
ご
・ざ

い
ま
す
(六
)

・

」
西

-
二

美

六
一
.

.

新
年
あ
け
ま

し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

一

一

六

.

.八

お

め
で
と
ヶ
ご
ざ
い
ま
す
(
一)

.

一

,
,
二

}

■
.
西

ー

お
あ

で
と
う

,

'

一

.

',

ぐ

一,一

.
計

・

=
'

(
横
書
竪
)

,

・

三
七

-
豊

δ
三

「

三
〇
葺

・

漢
字
型
で

億
活
版

の
三
四
三
が
手

製
自
筆
あ
め
せ
て

の
三
〇
八

に
上
ま
わ

っ
,

て

い
た

の
に
対
し

て
、
こ
の
型
で
は
活

版

一
二
七
は
、
手
製

自
筆
合

せ
て
の

一

七
八
を

は
る
か

に
下
ま
わ

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
若

い
人
た
ち
の
多

い

の
を
物
語

丶

、

!

、
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
、
手
製
が
少

い
の
ば
、

(
漢
字
型
で

は
手
製
ぶ
自
筆

の

二
倍
以
上

に
な

っ
て
い
る
。)

賀
印
を
用

い
る
場
合

に
、

漢
字
型

の
も

の
が
多

い
の
で
こ
れ
を
使

い
、
「
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
」

巴
い
う
賀
印
が
な

い

た

.

あ
旨

筆
に
な

「・
施
の
募

ろ
・つ
。
.、の
諤

自
筆

る

三
は
手
製
窪

る
か

に
上
ま
わ
る
。

又
、
木
版

に
す

る
に
は
文
字

の
数
が
多

い
の
で
め
ん
ど
う
で
も

あ
る
。
賀
正

の
木
版

は
多
く
、
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う

の
木
版

は
二

つ
し
か

な

い
b

「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ゲ
ご
ざ

い
ま
す
」
が
、
「
謹
賀
新
年
」

に

一
位

-

の
位
置
を
ゆ
ず

っ
て
い
る
の
は
十
年
前

と
同

じ
で
あ

る
の
ば
、
,何

と
な
く
改
ま

層

っ
た
場
に
お
い
て
は
漢
字

の
方
が
上
位

に
あ

る
と
考
え

る
考
え
が
心

の
隅

に
あ

る

の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
わ
.れ
る
。
然

し
こ
の
型

は
、
若
.い
人
た
ち
ば

か
り

で
・は
な
く
、
戦
前

の
教

育

遂
う

け
た
人
が

八
九
人
あ

る
。

三
分

の

一
弱

で

あ

る
。
次

に
、
賀
状

の
構
成

を
わ

け
て
み
る

、

、

.

∵

,
,

、

・

、

賀
詞

添
刷

書
込

計

「.あ
け
ま
し
て
お
め
・で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

、
三
九
幽

」
三

ニ
ハ〇

一三
一,.

新
年

聆
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

・

二

西

r

'
,
四
五

杢

新
年
あ

け
ま
レ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
・す

一

■

七

∵
(

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

・.

一
・

.

三
噛
,

,四

お
め
で
ど
う

・

、

一

一

f

・

(計
)

,

.

,・

四
二

、

四
七
'

,

.三
六

三
〇
五
,

の
よ
う
に
な
る
。

お
め
で
と
ラ
ご
ざ

い
ま
す
。

お
め
で
と
う
。

は
、
正
月

の
場

で
あ
る
か
ら
で
れ
で
よ

い
の
で
あ

る
が
、
独
立

し
て
は
年
賀

の
意
味
が
十
分
と

ば
云
わ

れ
な
い
。

口
語

が
書
き

こ
と
ば
,と
し

て
、
新
年

の
'賀
詞
と

し
て
は
、
前

・

三
者
が
、
す

で
に
伝
統

を
持

っ
た
と
云

っ
て
よ
い
。
・こ
ど
に
h
あ
け

ま
七
て
歯

め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
」
は
、
私

の
調
査

で
は

「
謹
賀
新
年

」
に

っ
炉
で
第

二

位

の
数
を
示
し
て

い
る
。
こ

の
型

の
費

状
は
、
歌
詞
が
口
語

の
書
き

こ
と
ば
で

ハ

一6一

、

ノ

2

.
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:「」

あ
ゐ
た
め

に
、
印
刷

さ
れ
た
添
書

に
も
u「
清

ら
か
な
新
春

を
迎

え
、
佳
き
年

の

お
慶
び

を
申

し
上
げ
-ま
す
」

「
皆
様

の
御
多
幸
を

治
祈
り
申

し
上
げ

ま
す
。

何

卒
本
年
も
御
指
導

の
程
御
願

い
申

し
上
げ

ま
す
」
な
ど
改
ま

◎
た

も

の

は

尠

く
西
「
今
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ

し
ぐ
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

.
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
」
厂な
ど
と
だ
け
刷
り
込
ん
だ

の
が
十
数

通
も
あ

っ
た
。

そ
れ
と

口
語
賀
詞

の
気

安
さ
に
、

つ
い
心
が
ほ
ど
け
て

、
長

い
添
書

が
多

い
。

「
寛
政
四
年
壬
子
と

い
ふ
年
の
初
め
に
と
題
し

"
手

を
折

り
て
逢
見

む
ご
と
を

数

ふ
れ
ば

い
ま
七
年

の
七
十

の
春
"

ど
詠

ん
だ
本
居
宣
長

と
同
年
齢
を
迎
え
丶

・

昌
病
中
無
為

の
自

ら
を
省

み
、
感
慨

を
新

た
に
し
て
い
ま
す

。」
「
新
春
を
遠

か
ら

-

ず

し
て
久

し
く
住

み
な
れ
だ
職
場
を

か
わ

る
時
期
も
到
来

し
て
き

て

お

り

ま

す
。
昔

ふ
う

の
干
支

で
い
う

と
、

こ
と
し
は
寅

の
年
に
あ
た
り
ま
す
が

こ
.れ
か

ら
第

二
第

三
の
人
生
が
ど
う
な
り
ま
す
か
、
昔
か
ち
虎

は
千
里
を
行

ワ
て
千

里

を
帰
る

と
言

炉
ま
す
が
、

.た
ど

え
虎

の
尾
を
ふ
む
よ
う
な
思

い
を

し
よ

う

ど

も
、
,虎

の
威
を
仮

り
る
狐

に
は
な
ら
ぬ
よ
う
に
心
が
け
る

つ
も
り

で

お

り

ま
.

す
。
御
発
展
を
祈
ひ
ま
す
」
「
物
情
騒
然

一
年

を
ど

う
や
ら
氛
族

一
同
無

事

に

,終

え
て
、

一
層
波
瀾

に
出邑
ん
だ
昭
和
西

九
年
を
迎

え
ま
し
た
。

一
人

一,人

で
は
-

,
乗

り
こ
え
ら
れ
ぬ
浮
世

の
荒
波
、

な
に
と
ぞ
本
年
も

よ
ろ
し
く

お

願

い

し

ま

.

す

。
満
州

の
昿
野
を
思
わ
す
藤
が
丘

一
帯
も
、
家
並

が
多
く
な
り
西
風

に
悩
ま

さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
る

と
思

い
ま
す
が
、
澄

ん
だ
青
空
と
夜
空

に
輝

く
星

空

は
失
く
し
允
く
な

い
と
思

い
ま
す
。
昨

年
O
E
C

D
の
会
議

の
後

に

ハ
ン
ガ

リ
ー
之
フ

ィ
ン
ラ

γ
ギ

ど
フ

ン
族

の
個

に
訪
ね
て
来

ま
し
虎
が
、
て
れ
も
遠

い

遠

い
先
祖

は
蒙
古

で
も
あ
る

の
か
、
共
感

を
わ
か

っ
之
と
に
ぶ

っ
つ
か

っ
て
来

ま
し
た
ゆ
仕
事

の
方

は
お
か
げ

さ
ま
で
順

調
で
す
。

で
は

一
層

の
ご
健
勝
を

お

祈
い

し
ま
す

。」
.と
い
う

の
は
中
位

で
、

之
嗤
ご

ま
ど
近
況
を
伝

え
た
も

の
、

家
族
が
劉

々
に
自
己
紹
介
を
す
る
様
式
も
、一
通
で

は
な
く
あ

る
。
又
、
短
歌
だ

-け
を
添
書

に
す
る
も

の

初
春

の
夢
な
れ
ば
空

に
は
ば
た
け
よ
吾
子

の
瞳

の
今
朝

の
輝

き

谷
本

.清

足

の
骨
折
り
て
籠

り
来

し
吾
や
寅
年

の
春

を
迎

へ
て
齢

六
十
五

三
船
航
児

、

初

日
め

出
思
ひ
新
た

に
対

ひ

つ
つ
ζ
の

一
年

に
期
待

を
か
け
る

片
周
房
枝

・

久

々
に
家
族
集

ま
る
正
月

は
こ
た

つ
囲
ん

で
話
が

は
ず
む

酒
匂
裕
美

お
酒
少

し
飲

で
み
た
い
と
思

ふ
月
あ
り
夫
愛
用

の
杯

に

つ
い
で
高
野
八
代
子

木
蓮

の
花

ほ
の
白
く
仰
向
け

る
朝

春
雷

の
長
ぎ

と
ど
ろ
き

山
本
嘉

将

,
峯

一
つ
越
え

て
な

ほ
道

は
続
き
た
り
た
ゆ
掩
ふ
足
を
我
と
励
ま
す

林

r
大

祝
ふ
べ
き

こ
と
あ

る
如
く
庭
先

の
白
梅
が
根

に
霊
芝

一
む
ら

、・武
藤
辰

男

,
や
は
ら
か
く
雨

に
ぬ
れ
た
る
庭
先

で
今
宵

の
菜

に
大

根
を
ひ
く

片
山
恒

子

遠
く
に
は
去
り
も
え
ず

し
て
鵯

が
熱
柿

つ
づ
き
吾

を
う
か
が
ふ
,
片
山
鷲
郎

.石
油

不
足
物
資
不

足
の
今
朝

の
春

心
豊

か
に
知
恵
を
絞
ら
む

鈴
木
徳
治

父

の
膝

に
抱

か
れ
て
ね
む

る
幼
児

の
閉
ぢ

た
瞼

に
光

乏
ど
け
り

猪
野
知
子

炬
燵

に
て
淋

し
さ
斗
吻
温

め
居
り
此
冬

二
度
目

の
寒
さ
也
け
り

、
井
上
克

子

こ
の
型

の
添
え
書

き

で
は

「
よ
ろ

し
ぐ
」
ど

い
う

の
が

一
〇

一
に
対
し

「
多

幸
健
勝
を
祈

る
」
が

一
三
九
と

は
る
か

に
上
ま
わ

っ
て

い
る

の
が
特

徴
で
あ
る

ぶ
、

こ
れ
は
主

に
卒
業
生
で
あ
る
か

ご
こ
で
何

か
ほ

つ
と
さ
せ
ら
れ
る
も
の
ぶ

あ

っ
た
っ
然
し
膚
分

の
で
と
ば
か
り
云
う
の
が
四
四
、
何

に
も
な
い
の
が
三
八

も
あ
る
。
「
く
れ
ぐ
れ
も
御

大
切
に
」
.
と
友

か
ら

の
添
書

は
心

を
う

た
れ
た
。

三

.御
慶

型

二
〇

六

(73

二
〇

五

64

二
六
六
)

女
用
文
集

の
な
か
に

「
新
玉

の
年

の
は
じ

め
御
慶

め
で
た
く
申
納

め
候

」
ど

か

「
新
玉

の
年

の
は
じ
め
の
御
寿

め
で
だ
く
聞
え
上
げ
候
」
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
・
「
御
慶
申
納

め
候
」
な
ど
あ
る
も

の
の

「
御
慶
申
納
め
候
」
が

「
御
慶
び
申

し
上
げ

ま
す
」

の
書
き

こ
と
ば

の
年
賀

の
こ
と
ば

に
な

っ
た
も

の
が
、
こ

の
御

慶

型
で
あ
る
。

一7一

1.」
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(
六
)
鱒

活
版

手
製

自
筆

計

謹

ん
で
新
春

σ
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

(
三
)

三
七
・

九

一三

六
八

.
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
.げ
ま
す

(
一
)

七

九

宍

三
二

新
春
を
妻

謹
ん
騫

憂
び
申
し
上
げ
ま
す

,=
.

・

=

二

㌦
謹

ん
,で
新

年

の
お

慶

び

を
申

し

上
.げ

ま

す

(
嚇
)

一毳

証

蚕

署

・,

新

年

の
お

慶

び

を

申

し

上

げ

雀

す

四

,
四

四

三

・
"謹

ん

で
初

春

の
お

よ

ろ

ζ

び

を
申

し
上

げ

ま

す

言

一

六

・一〇

初

春

の
お

慶

び

を

申

し

上

げ

ま

す

(
一
)

四

、
二

,
=

.
一七・

・
、「謹

ん

で
年

の
初

め

の
お

慶

び

を
申

し

上
げ

ま

す

.

.

,
.

.

ニ

ニ

年

の
は

じ

め

の
お

よ

ろ

こ

び

を
申

し

上

げ

ま

す

葺

五・

新

玉

の
年

の
初

め

の

お
慶

び

を
申

七

上
げ

ま

す

・,

,

一

年

」三

計

・

,

・

.
空

三
Q

八
至

。
六

御
慶
と

か
う
語
は
逃
大
鏡

や
平
,家
物
語
に
も
見
,え
て
丶」

め
で
た
い
こ
と
を
意

、味
℃

て
い
る
が
(
江
戸
期

に
入

っ
て
、
.正
月
を
祝

う
言

葉
、
年
賀

の
意

に
用

い

.
・ら
.れ
慣

用
さ
れ
た
も

の
と
.思
わ
.れ
る
。
好
色

五
人

男
に

「
丹
波

口
の
初
朝
、
小

六
淋
罷
出
て
御

慶

を
申
納
」

と
か
、
俳
諧
炭
俵

に

「
長
松

が
親

の
名

で
来

る
御

・
慶

か
な
ー
野
波
」

な
ど
見

え
る
。
庶
民

に
も
用

い
ら

れ
て
親

し
ま

れ
た
語

で
あ

・
る
。
・こ
の
口
語
化
.さ
れ
た
も
の
が
こ
・の
型

で
あ
,る
っ
-御
慶
が
訓
よ
み

に
さ

れ
て

「
お
よ
ろ
ζ
び
」

に
な

っ
た
の
で

あ

ゐ
が
v
字
面

で
は

「
慶
」
ゑ
保
存
し

て
い

る

の
が
多

い
。
然

し
当
用
漢
字

で
慶

は

,「
ケ
イ
」

の
音
だ
け
で
、
.
「
よ
ち

こ
び
」

層と

読
ま
せ
て

い
な

い
。
従

っ
て
御

慶
を
お
よ
ろ
こ
び
と
読
ま
せ
な

い
こ
ど

に
な

る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
.こ

の
型
に
お

い
て

一お
慶

び

御

慶

お
喜

び
亀
お
よ
ろ
こ
び
,

計

・

.」
活
版

に
よ
る
も

の

、
、
・

六
三

三

一六

・

・空

手
製

に
よ
る
も
の

'

.四

五

.虹

一六

幽

ゴ
O

1

自

筆

で

書

く

も

の

,

'

二
三

「,
・

ゼ

三

層

四
三

八
五

.

の

計

.
㌦

九
〇

尸・西

、

}七

甍

,

,
}δ
六

「.表

に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
慶
び
及
び
御
慶
を
用

い
た
も

の
は

一
〇
四

で
、
絵

'
数

二
〇

六
の
五
〇
%
を
上

ま
わ
り
、
喜
び
を
用

い
た
も

の
は

一
七

に

す

ぎ

な

,
い
,
活
版

に
よ
る
も

の
で
喜
び
を
用
、い
た
も

の
は
皆
無

で
、
手
製
自
筆

の
も

の

に
の
み
あ

る
、

よ
ろ
ヒ
び

は
手
製
自
筆

に
よ

る
も

の
が
甚

し
く
多

い
。
活
版

に

よ
る
お
よ
ろ

こ
び

は
自
覚
的

に
用

い
ら
れ
た
も
め
・で
あ
り
、
自
筆
手
製

の
も

の

.は
、
字
薗

の
多

い
の
を
厭

っ
た

せ
い
も
多
分

に
あ
り
、」
喜
び
も
、
訓
み
か
ら
来
.

る
音
声

で
、.
,書
き
な

れ
允
喜
び

に
よ

っ
た
と
云
え
よ
う
。
猶
注
意
す
べ
き
は
、,

・謹

し
ん
で
を
、
文
語

の

、
「
謹
し
み

て
」

に
し
た
も

の
が
八
、
「
お
慶
び
を
」
.の
.

'
「
を
」

を
省

炉
て
、
「
新
春

の
御
慶
申

し
上
げ
ま
す
」

は
御
慶

の
な
ご
り
か

に

見
、逸
為
隅

.然
し
、,
御
慶

と
書

い
て
も
御
慶

び
と
活

用
語

尾
を
残
し
て
訓
み
を
明

.
-ら

か

に
し

て
込
る
。
「
御
慶
」
.は
あ
る
が

「
御
慶

申
上
げ
ま
す
」
は
な

い
澄

次
忙
賀

状
製
作

の
様
式

を
わ
け

て
み
る
。

,
・

,

.・

-

賀

詞

添
刷

書
・道

計
.

謹

ん
で
新
春

の
お
慶
び

を
申

し
上
げ

ま
す

-葦

'

六
・

署

六
八

新
春

の
お
慶
び

を
申

し
上
げ

ま
す

、̀
,
「

一

.九

四
」

幽
死

三
二

新
春

を
寿
ぎ
謹
ん

で
お
慶
び

を
申
上
げ

ま
す

,四

一

・

七

三
冖

謹

ん
で
新
年

の
お
慶
び

を
申

し
上
げ

ま
す

二
八

穴

.

三

四義

新
年

の
お
慶
び

を
申

し
上
げ

ま
す

叩

一

,

七

三

つ
つ
し
ん
で
初
春

の
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

,

・
二

一

七

δ

r

初
春

の
御
慶
び
を
申
ら
上
げ
ま
す

「

,

五

.

層三

一七

謹

ん
で
年

の
初

め
の
お
慶
び
申
し
上
.げ
ま
す

、

、

デ

⇒

年

の
は
じ

め
の
誇
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

'

,二

」

・

三

五
,

あ
乃
玉

の
年

の
初

め
の
御
慶

を
申

し
上
げ

ま
す

.
'

卩三

.

、

,一

」
三

.

　

・

8}

、

」



'

(
計
)

六
7

d

一
九

、
三

穴

二〇
六

-
慶

祝

の
対

象

と

し

て
新

年

に
呼

び

か
け

る

こ

と
ば

は
、
・「こ

こ
で

ば
、
新

春

三

ヨ

種
♪
新
年

一
一種
、
初
春

二
種
、
年

の
初

め
三
種
で
、
別

々
に
集
計
す
る
と
新

春

一
=

一、
新
年

五
七
(
初
春

二
七
、
年

の
初

め

一
〇

に
な
る
。

-
・・

添
書

の
刷

込
み
や
自
筆

の
書
込

み
の
あ

る
も

の
は
三
分

の
二
以
-上

で
、
「
今

年

も
よ
ろ
し
く
」

や
そ
れ
に
近

い
も
の
が
四
.三
、
身
体

を
い
と

へ
と
か
健
勝
を

祈

る
ど
か
気

遣

っ
て
く

れ
る
も
の
.は
六

二
と
い
う
数
が
出

た
。
大
半
が
四
十
年

来

の
教
え
子
達
で
、
世
相

が
ど

う
な
ろ
う

と
忝

い
こ
と
だ

と
思

っ

た
。
、
「
世

の

中
が
こ
ん
な

に
混

沌
と
し
て
ま

い
り
ま
す
と
自

ら
の
魂

の
休

み
場
所

は
、
内
的

革
命

に
よ

っ
て
し
か
得
ら
れ
な

い
よ
う
な
気
持

に
な
り

ま
す
。
精
神

の
貧
困
が

も
た
ら
し
た
哲
学
不
在

の
現
代
に
生

き
で
い
る
責
任

は
そ
れ
ぞ

れ
痛
感
す
べ
き

だ

と
思
.い
ま
す
。
」

憾
む
つ
か
し
く
、
「
私

は
あ
い
・か
わ
ら
ず

で
す
。
ぐ
う
た
ら

旦
那
と
天
才

の
娘

の
世
話

に
み
け
く
れ
て
お
り
ま
す
」

子
供

の
あ

る
人

に
再
婚

し
た
彼
女
。
「
こ
う

の
鳥
が
呼
び
た
く
て
改
名

し
ま
し
た
」

と
い
ラ
彼
女
。
「
カ

レ
ン
ダ
T

の

一
枚

一
枚
を
悔

な
く
め
く
れ
る
.一,年

に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
明

る
く
前
向
き
な

一
年

に
し
た
い
と
思

い
衷
す
」
若

い
新
婚

の
決
意

も

聞

か
,れ

る
。
「
お
目

に
か
か
れ
な

炉
ま
ま
昨
年

も
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
・私

に

は

昔

の
こ
と
ば
か
り
な

つ
か
し
く
、

一
向
前

進
が
あ

り
ま
せ
ん
の
」

は
旧

い
同
僚
。

,

「
時

の
経
つ

の
が
早

い
も

の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

お
目

も
じ
も
な
か
な
,か
思
う

に

ま
か
せ
ず
、

失

礼
を
重

ね
て
お
り
ま
す
」

・は

二
十
何
年
逢
わ
な

い
教
子
ゆ
「
暮

に
網
代

へ
移

り
ま
し
た
、
魚

も
美
味

し
ぐ
海
も

と
て
も
き

れ
い
で
す
。
'東

京

に

近
ぐ

な
り
2

お
月

に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽

七
み

に
し

て
い
ま
す
」
も
σ
賀

状
を

読

ん
で
ゆ
《

た
の
心
み
ば
書
賣

込
み

で
あ

る
。
歌
が
添

え
ら
れ
て
い
る

の
も
楽

し
い
。
・
..

春

こ
ま

は
ぐ
る
く
る
廻
る
わ
が
生
も
く
る
く
る

廻
り
八
十
と
な
る
久
松
潜

一

、
朱
漆
の
杯
に
酒
注
ぎ
わ
が
顔
の
知
命
の
齢
を
映
し
つ
つ
祝
ぐ

.
赤
松
元
敏

か
げ

ひ
た
ぶ
ゐ
に
生
き

つ
ぎ

し
身

に
眩

し
く
も
今
漸
く

に
朝

の
光
さ
す
四
倉
重
子

,

春

の
悍
あ
ら
ば
奔

れ
よ
菜

の
蒼

さ
よ
り
の
透
ぐ

を
噛
下
す
身

に
春

日
真
木
子

,

思
は
ず

や
油

断
大
敵
今

に
し
て
高
度
成
長

足
下
危
し

噛

・若
林
祐
治
郎

大
和
太
鼓
奉
納
打
ち

の
構

へ
し
て
層
根
涼

七
き
少
年
並
ぶ

永
田

と
き

-

、
.
鳴

き
揚

り
空

に
翼

ふ
巻
雲
雀

の
声

ふ
り
注

ぐ
な
の
光

と
共

に
・

坂
田
富
美

去
に
し
日
は
遙

け
く
な
り
て
新

し
き
娘

の
振
袖

を
展
く
楽

し
き

岡
本
秀
子

,
.

-
四

祝

詞

型

、

一
=
二

(73

一
=

・
64

一
=
二
)
.

・
新
年

の
祝

詞
は
、
文
語
書
き

こ
と
ば

か
ら

口
語
書
ぎ

こ
と
ば

に
定
着
し
た
も
,
,

の
で
、
従
来

一、定

の
数
が
あ

っ
て
鳥
十
年
来

ほ
と
ん
ど
変
・ら
な

い
数
を
示
し
て

い
る
。
語
感

が
や
わ

ら
か
で
親

し
み
や
す

い
と
云

っ
た
感
じ

で
あ
り
、
敬
愛

の

,

情

も
籠

も

っ
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

(賀

-詞
)

…

活
版

手
製

自
筆

合
計
.

・謹

ん
で
新
年

の
お
祝
詞

を
申

し
上
げ

寒
す

=

六

三

六
八

八
ヤ

謹

ん
で
新
春

の
お
祝
詞

を
申

し
上
げ

ま
す

コ

,

呂

三

新

春

を
寿
き
謹

ん
で
お
祝
詞
を
申

し
上
げ

ま
す
等

ニ

ゴ

ニ

三

ヒ

,

・

(計
)
横
書

公
二
)

㌦

景

三

七
二

一
三

冖三
番

目

の
億

,(
一
〇
)
。

等

と
い
う

の
は
、
こ
の
ほ
か

「
謹

ん
で
新
春

の
賀

詞

を
申
上

げ
ま
す
」
「
新
春

の
寿
詞
奉

る
」
。
「
初
春

の
お
祝
詞
を
申

し
上

げ

ま

す
」
,各

一
で
あ

る
。
親

し
み
や
す

い
語
感

か
ら
来

る
も

の
が
、

こ
の
賀
詞
を
支

え

て
い
る
の
で
あ

る
。
賀
状

の
構
成

は
-

。

賀
詞

添
刷

書
込

幽

・計

.

謹

ん

で
新
年

の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

・

三
七

δ

四
〇

八
七

.

謹

ん
で
新
春

の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

・
六
.

、
三

・

叩

三

新
春
を
寿
ぎ
謹
ん

で
お
祝
詞
を
申
上
げ
ま
す
等

六

二

盖

.「三

一9一

'
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蹠
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,
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,

尸

'

(
計
)

.

,

四
九

戛

男

二
三

で
あ

る
。

、
賀
詞

の
み
で
、
添

書
も
書
込
も
な

い
も

の
ぶ

、
約
半
数
あ

る
。
と

の

こ
ど

は
他

の
型

に
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
添
書

や
書
込

の
半
数

ば

「
今
年
も
よ
ろ

し
く
」

の
類
、

四
分
⑳
.一
が
健
勝

を
祈

り
、
残
り

が
日
常
生
活

の
短
信

と
い

?

た
も

の
ゆ
「
先
生

の
お
姿
を
思

い
う

か
べ
な
が
ら
お
便
り

い
た
し

て
お
り
ま

す
」

は
、
も
う

二
十
年
も
逢
わ
な

い
。
「
お
嬢
様

の
所

に
お

い
で

の
折

は
ぜ

ひ

お

立

寄
り
下
さ

い
」

も
か
れ
こ
れ
十
七
八
年
逢

わ
な

い
。
短

歌
も
あ
る
。

伊
豆
の
奮

霪

る
籍

泉

仙
の
冷
だ
き
花
の
香
に
楚
る
季

.杉
坂
準

、

、
新
春

に
祈

る
心

の
清
く
澄

み
て
舞

ひ
散

る
雪

σ
沁

々
し
ろ
し

-

応
手
和
江

六
十
路
生
く

る
、心
漸
く
な

れ
に

つ
つ
銀

の
初
水

ま
ほ
・ろ
苦

し
も

山

口
池
月

～

五

雑
型

そ
の
他

,五
〇

,

、

.
「-

、'

活
字

手
製

自
筆

計
尸

.
謹
ん

で
新
春

の
お
祝

い
申
し
げ
ま
す
等

,、、
ゼ

一

、

ヂ

.
三

謹
ん
で
新
年

の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
等
,

,四
,-

一

一一.

七

新
年

の
こ
と
ほ
ぎ

を
申

し
あ
げ

ま
す
等

.
.

,
三

〇

二

五

新
春

の
御
寿
福

を
お
祈
り
申
上
げ

ま
す
等

.

九
,

四

蕊
、
、
宍

そ

の
他

,

.

.
,

厂
四

六

〇

δ

計
,

・

,

」,

.

壱

三

二

吾

こ

の
部
憶
、

残

っ
た
分
を
総
ま
と
め

に
し
た
が
、
「
謹
ん
.で
.新

年

パ
新
春
)

の
御
拶
挨

を
申
し
上

げ
ま
す
」

な
ど
は
、
古

く
か
ら
あ
り
じ

沽
字

0
年

賀
見
本

.

の
中

に
あ

る
と
思

わ
れ
る
。-

「
お
祝

い
を
申

し
上
げ
6
」

は
、

コ
お
祝
詞
」
が

亠

歩
ぐ
だ

け
元
と
い
う
所

で
あ

る
℃
「
新
年

の
寿
ぎ
を
申

し
上
げ

ま
か
」
「
新
玉

の

年

の
初
め

の
御
寿
め
で
た
く
聞
え
上
げ
候
」
あ
た
り

の
口
語
化
で
あ
る
。
こ
れ

・

は
案
外

の
び
が
な
い
。
「
祈

る
」

は
、
.
一
つ
の
型
で
、
「
謹

ん
で
新
春
を
寿
ぎ
皆

々
様

の
御
多
幸

を
祈

り
上
げ

ま
す
」

は
、
活
版

で
同
文

が
あ
る

か
ら
、
賀
状
見

本
帳

に
出
て

い
る
と
思
う
。
π
謹
ん
で
新
春
を
寿
き
…
…
L
と
か

「
新
春

を

寿

ぎ

つ
つ
し
ん
で
:
:
:
」

と
か
お

い
て
、
「
お
慶
び
を
申
し
上
げ
蜜
す
」

と
か
、

「
お
視

詞
を
申
し
上
げ
寒
す
ト

と
か
は
、
賀

状
印

刷
見
本
帳

か
ら
お
こ
.っ
・た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
ふ
り
賀

状
の
構
成

で
は
、
魑
一
括

し
て
、

、

賀

詞

な
し

賀
詞

の
み

,
添
書
印
刷

書

込
み

計

-

同
、

(
四)

,
噛
,.

西

.三

.
、二

三

吾

.

歌
詞
な

し
と
い
ラ

の
・は
、

一
』
§

角

の
黒

と
黄
色

の
色
紙

二
枚
つ

つ
を
対

角

.
に
寄
せ

て
張

っ
て
あ
る
。
右
下

に

・
認
と
あ
る
だ
け
,
虎

の
色
彩

の
象
徴
で
あ

6
。
孫
悟
空
源
た

い
な
虎

の
木
版
。
文

字
な
し
。
歌
舞
伎

の
隈
取
み
た

い
な
虎

の
顔
ら
し
き
凱
ノ
リ

ユ
レ

ム
版
。
お
遥

と
年
号
だ
け
。
.
ア
ブ

ス
ト
ラ
ク
ト
虎

と

い
え
ば
虎

、
・「文

字
な
し
。
賀

詞
の
み
.の
中

に
ほ

「
寅
年

の
寿
詞
竹
林
,の
虎
喰
哮

す
れ
ば

臥
龍
震
駭

し
て

瑞
祥

の
空

に
舞

い
上
ら

ん
」

な
ど

と
い
う

も
の
ぶ

一

あ
る
。
添
書

は
概

ね
自
分

の
こ
と
を
云

っ
て
あ

る

「
満

ヨ
年
独
り

の
生
活
を
忙

'

毒
く
暮

し
ま
し
だ
ゆ
何

の
変

つ
た

こ
と
も
な

い
の
が
幸

せ
に
思

い
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
見
守

っ
て
下
さ

い
ま
す

よ
う
」

は
巻
夫
人
。
「
私

は
こ
の
二
月

三

田

が
満
八
十
七
回
誕
生
日
で
す
。
毎
夏

ロ
ン
ド

ン
に
行
き
信
託

関
係

の
新
凪
文
献

.
を
調
べ
て

か
ま

す
。
こ

の
夏
も
…
…
百
歳

ま
で
ま
だ

十
年
以
上
あ

り
ま

す

か

.

ら
.一・…
」

は
老

学
究

。

↓
年

の
官
分
を
回
顧

し
た
九
〇

〇
字

ほ
ど
を
葉
書

一
ぱ

・

い
に
印

刷
、し
距

の
も
あ

る
。そ

の
賀
詞

「
謹

ん
で
新
年
を
賀

し
奉
り
、]平
素

の
疎

遠

を
謝

し
、
貴
家

の
万
福
を
祈
り
ま
す
」
.乏
念
が
入

っ
て
い
る
。
、.〉

口
昌

導

乞
Φ
薫

図
Φ
霞

団、.
が
三
通
あ
る
。
・横

書
七
。
、短

歌

今
年

こ
そ
今
年
こ
そ
ば
と
希
ひ
た
る
去

年
も
暮

れ
て
空

し
さ
残

る
岩

周
康

子

大

空
に
光
り
輝

き
冠

る
日
よ
幸
多

か
れ
な
新

し
き
年

鹽

・

佃

京
子

は
が
り

な
き
光
也

け
り
春

の
色

の
到
ら

ぬ
里
も
あ
ら

じ
と
思

へ
ば
西
尾
光
雄

初
春

の
心
清

め
て
神
詣

で
身

は
健
や

か
に
家
淀
栄
え
あ
れ

.,

荻
島

浩

馳
10[



〆

ま

と

」
め

♂

ト
,

・,

、

・

(賀

詞

類

型

)

(
枚
数

)

活

版

・手

製

・自

筆

賀

詞

・添

刷

・書

込

横

書

漢

文

漢

宇

型

六
五
六

.
三
署

三

四

・窒

蓋
六
.

一七
九

三

一

堯

.
お

め

で

た
型

幽三
〇
五

三
七

七
五

δ
三

四
二

四
七

三

六

.四
五

御

.
慶

型

二
〇
六
・

空

三
〇
.
、
金

.

室

,

、夷

三
六

,
六

祝

.
詞

・
鮒

一
三

三
八

三

七
二

四
九

三

四
九

蕊

・
雑

,
型

等

吾

ゴ
七
,

三

二

'

茜

」

三

二
三
」

'

七

.
(計

)

.

,
一
三
三
σ

h

奎

。

三
一埀

耋

ハ
幽

ゴ三
二
羞
一七
ゴ;

証

畜

こ
れ
ま
で

の
記
述

を
,一
表

に
ま
と
め
た
。
.こ
の
表

の
読

み
よ
う

に
よ

っ
て
、

い
ろ

い
ろ

の
問
題
と
結
論

も
出
て
く

る
筈

で
あ

る
。

」,
賀

詞

の
形
態
が
、
あ
る
程
度

の
類
型

に
わ
け
ち
伽
る
デ〕
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
、

一
つ
の
型
に

か
た
ま

っ
た
も

の
は
た
や
す
《
変

っ
て
じ
ま
わ
な
い
こ
と
が
わ

か

、
益
。
漢
字
漢
文
型

に
つ
い
て
は
、
日
本

人
が
、
漢
字

を
輸

入
し
て
、
す

で
に
千

.
年
以
上
を
経

て
お
り
、
月
本

人

の
考
え
方

は
.
.
ほ
と
ん
ど

こ
の
漢
宇

で
思
考
す

る
こ
と
が
多
く
、、
言
葉
も
漢

字
に
支
え
ら
れ
た
も
の
が
多

く
、
口
常
語

の
中

か

ち
漢
字

に
よ

っ
て
成
り
立

つ
て

か
る
語
を

の
ぞ
瀕
た
ら
、
日
本

語
は
成
立

し
な

い
と
云

っ
て
も
よ

い
の
で
あ
り
∵
改
ま

っ
た
こ
と
炉
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

の
漢
字

に
よ

っ
て
出
来
た
日
本
語
で
あ
る
。
正
月
、
元
旦
、

こ
れ
の
慶
祝

の

た

め

に

は
、
-ま
ず
漢
字
漢
文

を
主
と
し

て
出
来

た
言

葉
が
用

い
ち
れ
る
の
が
自
然
博
あ

れ
ば

こ
そ
、
漢
字
漢
文
型
が
、
全
体

の
五
〇
%

を
示
す

の
は
当

然
で
あ

り
、
-そ

の
他

の
御
慶
ハ
祝

詞
な
ど
も
、
漢
語
と
云
亥
ぜ
漢

語
で
あ
る
。
漢
字

は
制
限

さ

れ
て
も

、
廃
止
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能

で
あ
ろ
ヴ

。

,

.あ

中
で

は
、
話
し

・…」
と
ば

か
ち
来
尭
も

の
陣

お
ゆ
で
た
型

で
あ
る
が
、

,
こ
れ

は
、

こ
れ

憾
全
体

か
ら

い
う
と

ニ
ゴ
%

ぐ
な

い
に
な

る
。
,
こ
れ
は
必
ず

し

,為
年

々
…数
を
増
す

と
い
う

の
で
は
な
く
、
前

に
も

一
寸

ふ
れ
た
よ
う
に
十
庫
間

[

ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

い
。
改
ま

っ
た
も

の
に
対
す

る
日
本
人

の

一
つ
の
態
渡
を
,

,
見
る
こ
と
が
出
来

る
よ

う
で

あ
る
。

「

コ

年
賀
状

は
、
何
ど
云

つ
て
も
多
数

の
書
状
を
書
く
こ
と

に
な
る

の
で
馬
活

版

や
孔
版
そ

の
他
を
用
う
よ
う
に
な
り
、
そ

の
た
め
に

レ
イ
ア
ウ
ト
と
か
、

工
夫

を
加
え
た
り
、幽

木
版

や
自
筆

の
画
な
ど
を
添
え
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
℃

一
つ

の
遊
び
が
加
わ
る
た
め

に
、
や
り
と
ひ

に
た

の
し
み
が
出
来

る
。
用
事

の
な
い
・
、

手
紙
ぼ

ど
た

の
し

い
も
の
は
な

い
。
唯

一
.の
用

の
な

い
年
賀

状
は
、
生
活

の
中

の
心
を
休

め
さ
せ
る
も

の
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
、
少
く
と
も
私

に
と

っ
「て
の

h

た

の
し
み

で
あ

る
。
付
録

と
し
て
今
年

の
私

の
年
賀

状
に

か
か
げ

た
歌

を
次

に
、

か
か
げ
る
ゆ
,

.

「

せ
ん
.だ
.ん

の
裸

木

の
稍
冬

空
に

つ
ぶ
果
点
じ
て
年

は
て
む
と
す

家
妻
の
散
り
葉
う
と
み
し
せ
ん
だ
ん
の
散
り
つ
き
て
柑
ρ
の
い
喜

よ
麦

、

夜
半
の
嵐
薙
ぎ
伏
ぜ
揉
み
乱
し
す
ぎ
し
朝
の
陽
に
静
か
な
り
庭
の
竹
群

.

'莟
よ
り
ほ
ぐ
れ
て
匂
ふ
花
瓶
の
ば
ら
映
り
み
ぴ
盛
り
久
し
き

い

の
ち

.
さ
さ
れ

つ
っ
た
だ

一
乏
き

の
花

の
さ

か
り
う
す
き
生
命
を
傾
け
て
ば
ら
は

花

の
上

に
君

の
す
が
た
を
重
ね

つ
っ
て
の
白
ば
ら

の
白
さ
な
愛

す

花

亙
に
溢

か
ま
け

て
居
る
聞
さ

へ
そ

の
須
臾

々
々
を
う

つ
ろ
ふ
か
ば
ら
は

ダ

子
ら
孫
ら
我
ら
加

へ
て

二
十
入
年

に

一
度
逢

ふ
正
月

来
た
る
ぐ

-

初
孫
ら
太
郎

・
直
美
淡
中
学

に
行
く
と

い
ふ
我

の
七
十

の
春

.

淳

・
健

一.小
学

に
の
ぼ
ゐ

今
年
な
り
ち
ぢ
ば
ば
,の
庭

の
梅
も
初

咲
き

盲
進

の
高
度
成
長

の
は
て
か
こ
れ
見

せ

か
け

の
繁

栄
馬
脚
を
露

は
す

石
油
規
制
目
に
も
の
見
せ
て
電
気
・建
林
レ

紙
・洗
剤
ま
で
た
ち
ま
ち
乏
し

天

に
ス
モ

ッ
グ
地

に
あ
く
た
満
ち
、
入

は
児
を
鬼
よ
り
惨
く
棄

て
致
す
世
か

　

ゆ

ふ

摩
訶
般
若
人
間
の
所
業
薬
莢
の
熔
金
よ
り
観
音
の
尊
像
を
鋳
《

べ
」
ナ
ム
の
硝
煙
に
ほ
ふ
薬
莢
よ
り
現
じ
た
ま

へ
り
南
無
観
世
音
菩
薩

一1-1=

丶 、
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